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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期連結
累計期間

第57期
第２四半期連結
累計期間

第56期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 4,978,8674,685,25910,016,388

経常利益（千円） 222,547 216,686 581,120

四半期（当期）純利益（千円） 149,008 165,405 115,466

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△524,575△216,314 107,333

純資産額（千円） 26,475,76426,717,59627,020,755

総資産額（千円） 29,226,13229,343,33830,179,072

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.01 13.33 9.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 90.6 91.1 89.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
644,265 110,4821,313,941

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△136,6401,354,295△1,718,322

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△105,610△86,844△192,527

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
9,305,7669,776,5428,491,117

　

回次
第56期

第２四半期連結
会計期間

第57期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
7.61 9.05

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、事業等のリスクについて重要な変更および新たに生じたリスクはありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、財政危機に起因する欧州での消費・投資活動の停滞や米国での

雇用・住宅市場の回復の遅れに加え、新興国においても先進国向け輸出の伸び悩みなどから成長の減速が見られ、

引続き先行き不透明な状況となりました。一方、わが国経済は、震災復興需要などにより一部で回復の兆しも見えた

ものの、世界的な景気減速の影響や長期化する円高によって厳しい状況が続きました。

　このような事業環境の中で、当社グループは既存の電機市場に加え、自動車ビジネス市場攻略に向けた本格的な開

発・生産・販売体制を構築して事業拡大に注力すると共に、ITOフィルム事業の生産体制・販売体制を強化するな

ど、新たな柱となる事業基盤の整備強化に注力してまいりましたが、主力市場である電機業界の業績不振の影響は

大きく、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は4,685百万円（前年同期比5.9％減）、営業利益は161

百万円（前年同期比36.2％減）となりました。一方、経常利益は216百万円と、為替差損の減少などから前年同期比

2.6％減に留まり、四半期純利益は固定資産売却益などにより165百万円（前年同期比11.0％増）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて1,285百万円増加

し、9,776百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、増加した現金及び現金同等物は110百万円（前年同期比82.9％減）となりました。これは主に、収

入が税金等調整前四半期純利益229百万円、減価償却費272百万円、売上債権の減少144百万円に対して、支出が退職

給付引当金の減少23百万円、賞与引当金の減少24百万円、たな卸資産の増加89百万円および、仕入債務の減少240百

万円、法人税等の支払額113百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、増加した現金及び現金同等物は1,354百万円（前年同期は136百万円の減少）となりました。これ

は主に、定期預金の純減少額による収入311百万円、有価証券の売却及び償還による収入504百万円、投資有価証券の

売却及び償還による収入1,179百万円および有価証券の取得による支出102百万円、有形固定資産の取得による支出

351百万円、投資有価証券の取得による支出202百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、減少した現金及び現金同等物は86百万円（前年同期比17.8％減）となりました。これは主に配当

金の支払額86百万円などによるものであります。

(3）事業上および財政上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更および新たに生じた課

題はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、197百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,500,000

計 39,500,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,079,525 13,079,525
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数100株

計 13,079,525 13,079,525 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 13,079,525－ 2,770,000－ 3,915,130
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

株式会社キタガワ 名古屋市名東区平和が丘四丁目286番地 2,825 21.60

ザ バンク オブ ニューヨーク 
ジャスディック ノン トリー
ティー アカウント
（常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行決済営業部）

ONE WALL STREET, NEW YORK, NY 10286,

U.S.A.

（東京都中央区月島四丁目16番13号）

1,541 11.79

有限会社ケー・ジイ 名古屋市名東区平和が丘四丁目286番地 1,200 9.17

モルガン スタンレー アンド カ
ンパニー エルエルシー
（常任代理人　モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK, NY 10036, 

U.S.A.

（東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号）

997 7.63

ザ バンク オブ ニユーヨーク ノ
ントリーテイー ジヤスデツク ア
カウント
（常任代理人　株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

GLOBAL CUSTODY, 32ND FLOOR ONE WALL 

STREET, NEW YORK, NY 10286, U.S.A.

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１

号）

717 5.49

北川工業株式会社 愛知県稲沢市目比町東折戸695番地１ 674 5.16

北川　清登 名古屋市名東区 649 4.97

北川　弘二 名古屋市名東区 641 4.91

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 199 1.53

北川工業従業員持株会 愛知県稲沢市目比町東折戸695番地１ 186 1.42

計 － 9,634 73.66

（注）オー・シー・エム・オポチュニティーズ・ファンド・ファイブ・エルピー及びその共同保有者であ

るオークツリー・ジャパン・オポチュニティーズ・ファンド・エルピーならびにオー・シー・エム

・アジア・プリンシパル・オポチュニティーズ・ファンド・エルピーから、平成23年２月４日付の大

量保有報告書の写しの送付があり、平成23年１月28日現在でそれぞれ下記のとおり株式を保有してい

る旨の報告を受けておりますが、当社としては当四半期末現在における実質所有株式数の確認ができ

ませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株式等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

オー・シー・エム・オポ
チュニティーズ・ファンド
・ファイブ・エルピー

2711 CENTERVILLE ROAD, SUIT 400,
WILMINGTON, DELAWARE 19808, USA

株式　　717,900 5.49

オークツリー・ジャパン・
オポチュニティーズ・ファ
ンド・エルピー

WALKERS SPV LIMITED, WALKER
HOUSE PO BOX 908 GT, GEORGE
TOWN, GRAND CAYMAN, CAYMAN
ISLANDS

株式　　997,800 7.63

オー・シー・エム・アジア
・プリンシパル・オポチュ
ニティーズ・ファンド・エ
ルピー

WALKER HOUSE, 87 MARY STREET,
GEORGE TOWN,GRAND CAYMAN
KY1-9001,CAYMAN ISLANDS

株式　1,526,500 11.67
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     674,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  12,376,900 123,769 －

単元未満株式 普通株式      28,325 － －

発行済株式総数 13,079,525 － －

総株主の議決権 － 123,769 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,700株、議決権が17個含まれておりま

す。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北川工業株式会社
名古屋市中区千代

田二丁目24番15号
674,300 － 674,300 5.16

計 － 674,300 － 674,300 5.16

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,467,853 9,104,334

受取手形及び売掛金 ※
 2,870,678

※
 2,692,459

有価証券 4,601,958 5,403,620

商品及び製品 411,406 462,964

仕掛品 92,364 92,535

原材料及び貯蔵品 97,720 120,975

その他 439,902 461,514

貸倒引当金 △3,296 △2,882

流動資産合計 17,978,587 18,335,521

固定資産

有形固定資産

土地 3,753,892 3,732,236

その他（純額） 3,252,430 3,138,112

有形固定資産合計 7,006,323 6,870,348

無形固定資産

その他 500,329 503,626

無形固定資産合計 500,329 503,626

投資その他の資産

投資有価証券 2,094,816 1,059,715

その他 2,616,974 2,592,353

貸倒引当金 △17,960 △18,226

投資その他の資産合計 4,693,831 3,633,842

固定資産合計 12,200,484 11,007,817

資産合計 30,179,072 29,343,338

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,535,624 1,272,345

未払法人税等 116,543 91,102

賞与引当金 223,980 199,590

その他 483,629 274,658

流動負債合計 2,359,779 1,837,697

固定負債

退職給付引当金 448,223 424,411

役員退職慰労引当金 334,480 －

長期未払金 － 337,030

その他 15,834 26,602

固定負債合計 798,537 788,044

負債合計 3,158,316 2,625,742

EDINET提出書類

北川工業株式会社(E02018)

四半期報告書

 9/18



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,770,000 2,770,000

資本剰余金 3,915,130 3,915,130

利益剰余金 23,642,439 23,721,007

自己株式 △957,468 △957,476

株主資本合計 29,370,100 29,448,661

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 62,387 65,368

為替換算調整勘定 △2,411,731 △2,796,433

その他の包括利益累計額合計 △2,349,344 △2,731,064

純資産合計 27,020,755 26,717,596

負債純資産合計 30,179,072 29,343,338
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 4,978,867 4,685,259

売上原価 2,617,757 2,455,595

売上総利益 2,361,110 2,229,664

販売費及び一般管理費 ※
 2,108,272

※
 2,068,337

営業利益 252,837 161,326

営業外収益

受取利息 53,104 45,507

受取配当金 3,701 2,958

不動産賃貸料 18,350 20,753

その他 31,680 18,390

営業外収益合計 106,836 87,610

営業外費用

支払利息 736 692

為替差損 129,658 24,374

売上割引 1,841 1,265

賃貸収入原価 3,136 3,083

その他 1,753 2,833

営業外費用合計 137,126 32,249

経常利益 222,547 216,686

特別利益

固定資産売却益 265 81,970

投資有価証券売却益 7,931 17,288

特別利益合計 8,196 99,259

特別損失

固定資産売却損 967 5,869

固定資産除却損 145 1,958

投資有価証券売却損 4,558 65,453

投資有価証券償還損 － 13,304

特別損失合計 5,671 86,584

税金等調整前四半期純利益 225,071 229,361

法人税等 76,063 63,956

少数株主損益調整前四半期純利益 149,008 165,405

四半期純利益 149,008 165,405
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 149,008 165,405

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,045 2,981

為替換算調整勘定 △644,538 △384,701

その他の包括利益合計 △673,584 △381,720

四半期包括利益 △524,575 △216,314

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △524,575 △216,314

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 225,071 229,361

減価償却費 260,297 272,827

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,240 △23,811

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,190 △334,480

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,041 △24,178

貸倒引当金の増減額（△は減少） 615 75

受取利息及び受取配当金 △56,805 △48,465

支払利息 736 692

為替差損益（△は益） 104,095 19,281

有形固定資産除売却損益（△は益） 847 △74,143

投資有価証券売却損益（△は益） △3,372 48,164

投資有価証券償還損益（△は益） － 13,304

売上債権の増減額（△は増加） 321,413 144,567

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,664 △89,134

仕入債務の増減額（△は減少） △95,221 △240,210

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,420 －

未収消費税等の増減額（△は増加） － 19,220

その他 △58,689 247,594

小計 638,274 160,666

利息及び配当金の受取額 61,195 64,093

利息の支払額 △736 △692

法人税等の支払額 △54,467 △113,584

営業活動によるキャッシュ・フロー 644,265 110,482

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 822,955 311,071

有価証券の取得による支出 △1,104,993 △102,013

有価証券の売却及び償還による収入 907,455 504,193

有形固定資産の取得による支出 △346,490 △351,841

有形固定資産の売却による収入 2,270 61,744

無形固定資産の取得による支出 △13,358 △42,514

投資有価証券の取得による支出 △661,022 △202,384

投資有価証券の売却及び償還による収入 255,193 1,179,235

その他 1,349 △3,196

投資活動によるキャッシュ・フロー △136,640 1,354,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △164 △7

配当金の支払額 △105,446 △86,836

財務活動によるキャッシュ・フロー △105,610 △86,844

現金及び現金同等物に係る換算差額 △256,568 △92,508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 145,446 1,285,424

現金及び現金同等物の期首残高 9,160,320 8,491,117

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,305,766

※
 9,776,542
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

四半期連結財務諸表提出会社

法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ1,833千円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

（役員退職慰労金制度の廃止）

四半期連結財務諸表提出会社

平成24年６月27日開催の第56回定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を決議

しました。これに伴い、固定負債の「役員退職慰労引当金」の全額を取り崩し、打ち切り支給額の未払い分

337,030千円を固定負債の「長期未払金」に計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれております。　

　
前連結会計年度
（平成24年３月31）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 52,456千円 55,624千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

貸倒引当金繰入額 522千円 －千円

役員報酬及び給与手当 906,543 865,896

賞与引当金繰入額 161,145 154,568

退職給付費用 47,951 40,034

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 9,451,831千円 9,104,334千円

預入期間が６か月を超える定期預金 △3,241,500 △4,629,609

有価証券のうちＭＭＦ等 3,095,434 5,301,817

現金及び現金同等物 9,305,766 9,776,542
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 105,446 8.50平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月９日

取締役会
普通株式 86,837 7.00平成23年９月30日平成23年12月12日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 86,836 7.00平成24年３月31日平成24年６月28日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月14日

取締役会
普通株式 74,431 6.00平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）および当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

「電磁波環境コンポーネント・精密エンジニアリングコンポーネント」事業の売上高および営業利益、資産

の金額は、いずれも全事業の90％を超えているため、記載を省略しております。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円01銭 13円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 149,008 165,405

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 149,008 165,405

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,405 12,405

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

　

２【その他】

　平成24年11月14日開催の取締役会において、平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主もしく

は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。 

(1）配当金の総額………………………………………………74,431千円

(2）１株当たりの金額……………………………………………６円00銭

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

北川工業株式会社(E02018)

四半期報告書

17/18



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

北川工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏　木　勝　広

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　元　　　宏

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川工業株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川工業株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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